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＜はじめに＞ 

近年、薬剤師の地域偏在は深刻な状況となっている。地域によっては、薬剤師の確保が極めて困難な状況が続

いており、医療法で定められた人員配置基準を満たしていない医療機関も少なくない。そのため、薬剤師に求め

られる業務が、対物から対人中心の業務にシフトしている現状においても、病棟薬剤業務を実施できず、日々の

調剤業務に苦慮している医療機関も存在している。また、医療従事者の働き方改革が実施され、薬剤師にも医薬

品業務全般の効率化やタスク・シフト/シェアの実践も求められている。加えて、ICT の利活用を推進することで、

オンライン診療・服薬指導、電子処方箋等、国が主導する形で医療データ情報基盤も整いつつあり、患者・地域

医療への関わり方も変革している。我々薬剤師はこれらを実践しなくてはならないが、地域偏在による人員不足

により、実施可能な業務の格差にもつながっている。そこで、本会では、薬剤師の地域偏在の解消に向けて、理

事会、総会、地域連絡協議会等で議論を重ねるとともに、厚生労働省等への働きかけを進めてきた。しかしなが

ら、医療機関の地域・病床規模・医療機能に関わらず、薬剤師不足は解消しておらず、今後、調剤、病棟薬剤業

務の充実を図り、医薬品の適正使用を推進し、業務拡大に取り組むためにも薬剤師の確保が喫緊の課題である。 

厚生労働省が2023年3月に公表した都道府県ごとの薬剤師の偏在指標では、福井県、青森県、富山県などで特に

薬剤師が不足していることが報告された。それに加え、業態別の偏在も大きく、病院薬剤師が充足している都道

府県は１県もないことが示された。今後は、2次医療圏における薬剤師の充足実態を把握し、その結果を踏まえた

対応策の検討が必要となる。また、薬剤師の地域偏在の要因として考えられるのは、薬学生の奨学金の利用と病

院・薬局間の給与水準の格差といわれている。令和3～4年度厚生労働行政推進調査事業「地域における効果的な

薬剤師確保の取組に関する調査研究」によると、薬学生（薬学5・6年生）のうち、約35％が奨学金を利用してい

ると報告された。また、平均の返済総額は650万円であり、1000万円以上と回答した学生も一定数いた。さらに、

病院・薬局の初任給額・年代別年収の調査結果においては、20～30代では病院薬剤師の方が薬局薬剤師より給与

水準が低いことも報告された。このように、将来の奨学金返済から、給料のより高い薬局への就職を考える学生

が多い現状が考えられる。 

さて、令和5年3月発出の医政局長通知においては、薬剤師の従事先には業態の偏在や地域偏在があり、特に病

院薬剤師不足の解消が喫緊の課題となっていることを踏まえ、必要な薬剤師の確保を図るため、薬剤師の就労状

況を把握し、地域医療介護総合確保基金（修学資金貸与、医療機関への薬剤師派遣等）の積極的な活用を含め、

地域の実情に応じた薬剤師の確保策について、本医療計画に具体的に記載することが求められた。その確保策の

検討及び実施に当たっては、都道府県の薬務主管課及び医務主管課、都道府県薬剤師会とも連携の上取り組むこ

ととしている。この地域医療介護総合確保基金（医療分）は、平成 26 年度より、「医療従事者等の確保・養成の

ための事業」の一つとして利用可能とされてきたが、これまで、薬剤師の確保策に利用されている事例はほとん

どない。そのため、令和3年2月付け「地域医療介護総合確保基金(医療分)に係る標準事業例の取扱いについて」

の通知により、「薬剤師修学資金貸与事業を行うために必要な経費（勤務地、勤務期間等に条件あり）として使

用可能と明示された。さらに、令和 3年 12月付け「地域医療介護総合確保基金を活用した薬剤師修学資金貸与事

業の取扱いについて」の通知により、修学資金の返済義務の免除、就業先の要件や研修プログラムなど具体的取

扱いの詳細の内容が提示された。 

本会では、令和5年1月に、都道府県病院薬剤師会に奨学金・返還等助成制度の実施状況についてアンケート調

査を行った。その結果、奨学金・返還等助成制度の実施状況について、現状を把握していない都道府県病院薬剤

師会は、19都道府県と40％を超えていた。また、今後、奨学金・返還等助成制度の創設予定があるのは、2都道府

県のみであり、予定なしが23都道府県、未定が22都道府県であった。また、都道府県担当部署（医療政策課、薬

務室等）から地域医療介護総合確保基金の相談があったのは、10 都道府県にとどまっていた。今後、都道府県の

薬務主管課及び医務主管課等と連携の上、本基金を利用した修学資金貸与事業に取り組んでいただきたい。なお、
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本基金を利用した奨学金補助制度の運用が石川県、山口県、山形県で開始されたので、参考にされたい。（参

照：資料等） 

本手引きは、限られた医療資源の中で持続可能な医療体制に薬剤師が貢献するために、各都道府県の病院薬剤

師会が主体となって、都道府県薬剤師会や自治体と密に連携して、地域の実情に応じて地域医療介護総合確保基

金を用いた薬剤師修学資金貸与事業を推進するための参考として作成した。現時点での限られた情報を基にした

ドラフトとして作成しているため今後も、最新の情報を基に、適宜、改訂を行いたいと考えている。 

各都道府県病院薬剤師会におかれては、上記の背景をご理解の上、本手引きを積極的にご活用いただきたい。

併せて、地域での情報を事務局等にお寄せいただき改訂版の作成にご協力いただければ幸甚である。 

 

なお、「病院薬剤師確保の取組みの手引き（Ver.2.0）」も参考にされます様お願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（改訂履歴） 

Ver.1.0(2023.5.27)令和5年度第2回理事会資料（軽微な字句修正） 

Ver.2.0(2025.2.22)令和6年度臨時総会 

Ver.2.1(2025.10.4)令和７年度第４回理事会 

Ver.2.2(2026.10.10)令和8年度第６回理事会 
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Ⅰ.薬剤師修学資金貸与のモデル 

薬剤師不足を解消する手段の一つとして修学資金の貸与、返還免除等があるが、薬剤師の偏在は、地域偏在、

機能偏在、規模偏在など複合的な要因が関係し、その実情が都道府県によって大きく異なるため地域の実状に応

じた取り組みを進めることが必要である。以下に、現時点で考えられる修学資金貸与のモデルを例示する。地域

の実情に応じたモデルを策定する。 

【資金面による分類】 

１ 地域医療介護総合確保基金（医療分）（以下「基金」という。）を活用するもの 

２ 基金以外の公的資金を活用するもの 

３ 病院等の経費を活用するもの 

４ その他 

 

＊修学資金貸与（奨学金返還支援）モデル 

資金 
対象者 

学生 薬剤師 出身地等 

基金 Ａ Ｂ  

基金+その他 Ｅ Ｆ  

基金以外 Ｃ Ｄ  

 

＊職種別 

・Ａモデル：基金を活用した学生対象（山口県、長野県、福井県、宮城県＊） 

・Ｂモデル：基金を活用した薬剤師対象（石川県、山形県、長野県、福井県、三重県） 

・Ｃモデル：基金以外の資金を活用した学生対象（気仙沼市、安芸太田町（広島県）） 

・Ｄモデル：基金以外の資金を活用した薬剤師対象（鳥取県、島根県） 

・Ｅモデル：基金とその他（登録病院）の資金を活用した学生対象（茨城県、大分県） 

・Ｆモデル：基金とその他（登録病院）の資金を活用した薬剤師対象（茨城県,高知県、大分県、岐阜県、 

青森県、岩手県） 

 ＊一部の大学が学生に支援している。 

【基金を活用して薬剤師奨学金返還支援事業等を行っている主な県】 

① Ａモデル 

＊1：月額2万4千円、年額28万8千円で5年間となります。 

 

＊１：【補助金額】奨学金の月額返還額（他の奨学金返還補助制度と併用する場合は、その助成金額を控除した

額）を超えないこと。 

都道府県 学生 薬剤師 補助対象期間 

（年） 

補助金額 

（最大：万円） 

備考 

山口県 ○  ５ １４４＊1 ５,６年生対象 

都道府県 学生 薬剤師 補助対象期間 

（年） 

貸与金額 

（最大：万円） 

備考 

長野県 ○  最大６ 上限４.５/月 

（最大：３２４） 

６年生対象 
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＊２：【交付対象期間】認定者が、対象施設（県内病院）に就職した日の属する月から起算して、奨学金の返還

期間のうち、6年を超えない期間。 

＊３：【対象施設への就業期間】交付対象期間の1.5倍以上を就業期間として、対象施設（県内病院）に勤務す

る必要があります。（最大6年間の補助を受けた場合は、最低9年間の対象施設での勤務が求められます。） 

 

＊１：第４学年、第５学年または第６学年の課程を履修しているものであること。 

   ・将来指定医療機関※で薬剤師として勤務しようとする者であること 

＊２：６か月につき４０万円 （年額８０万円を上限とする） 

＊３：【返還の免除】 

   貸与者が次の１～４のいずれにも該当するときは、貸与した修学資金の返還が免除されます。 

 １ 第６学年の課程を修了した後、１年６月以内に薬剤師法（昭和３５年法律第１ ４６号）第３条に規定する

薬剤師の免許を受けること 

 ２ １の免許を受けた後、直ちに、指定医療機関で薬剤師として勤務を開始すること 

３ 指定医療機関において薬剤師として勤務した期間（次に掲げる事由により薬剤師として勤務しなかった期

間を除く。）と使用者から出向、転勤その他の指定医療機関において薬剤師として勤務しないこととなる異動

を命ぜられた期間とを合算した期間が３年に達すること。 

 (１) 災害、疾病、育児休業その他やむを得ない理由により薬剤師として勤務できなかった場合  

(２) (1)に掲げる場合のほか、被貸与者の責めに帰することができないと認められる理由その他知事が特に

認める理由により指定医療機関において薬剤師として勤務できなかった場合 

 ４ 県が指定する３年間の研修を終えること。 

 

【貸付対象者】薬剤師不足地域内の医療機関への勤務意思を有する薬学生 

【就学先】①東北医科薬科大学（地域支援制度により入学）、②東北大学（薬学部薬学科へ進学） 

【定員】①は各学年４名程度、②は各学年１名程度 

【貸与期間】①は６年間（大学１学年４月～大学６学年３月）、②は３年間（大学４学年４月～大学６学年３

月） 

【貸与金額】①は月額５万円（６年計３６０万円）＊ 、②は月額５万円（３年計１８０万円） 

  ＊東北医科薬科大学については、大学の奨学金制度（月額５万円（６年計３６０万円））と併用（地域支援

制度） 

【返済額】貸付金額＋貸付金額×利息（年１０％） 

【返済免除要件】 

・指定医療機関で、必要従事期間（貸付期間の１.５倍の期間）勤務すること 

・特定医療機関で、必要従事期間の半分以上の期間、勤務すること 

・県が策定するキャリア形成プログラムを満了すること 

都道府県 学生 薬剤師 補助対象期間 

（年） 

貸与金額＊２ 

（最大：万円） 

備考 

福井県 ○＊１ 

 

 最長２ ４０/６か月 

（最大：１６０） 

 

都道府県 学生 薬剤師 貸付期間 

（年） 

貸付金額＊ 

（最大：万円） 

備考 

宮城県 ○ 

 

 ①東北医科薬科大学６ 

②東北大学３ 

５/月 

（最大：３６０） 
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【勤務先】必要従事期間中の勤務先は、指定医療機関に限ります。 

【キャリア形成プログラム】 

 ・最初の２年間は、研修実施医療機関における初期臨床研修により、病院薬剤師の基本的なスキルを習得しま

す。 

 ・３年目以降は、薬剤師が不足している特定医療機関に従事し、地域医療に貢献します。 

 ・必要従事期間中は、希望に応じて、認定薬剤師、領域別認定薬剤師又は専門薬剤師等の資格取得を目指しま

す。 

 

② Ｂモデル 
都道府県 学生 薬剤師 義務年限 

（年） 

支援金額 

（最大：万円） 

備考 

石川県  ○ ６～９ ２４０＊2  

＊2：大学6年間の奨学金貸与を受けていても卒業前の4年分について最大240万円の返済支援となります。 

 

 

 

＊１：【補助金額】奨学金の月額返還額（他の奨学金返還補助制度と併用する場合は、その助成金額を控除した

額）を超えないこと。 

＊２：【交付対象期間】認定者が、対象施設（県内病院）に就職した日の属する月から起算して、奨学金の返還

期間のうち、６年を超えない期間。 

＊３：【対象施設への就業期間】交付対象期間の1.5倍以上を就業期間として、対象施設（県内病院）に勤務す

る必要があります。（最大6年間の補助を受けた場合は、最低9年間の対象施設での勤務が求められます。） 

    

＊１：薬学６年生と大学院生 

＊２：【貸与申請要件】 

・福井県内の指定医療機関※（以下「指定医療機関」といいます。）に一定期間薬剤師として勤務する。 

・大学等在学中に奨学金※※の貸与を受けており、返還残額があること。 

・奨学金の返還を開始している場合、返還の滞納がないこと。 

都道府県 学生 薬剤師 貸与期間 

（年） 

補助金額 

（最大：万円） 

備考 

山形県  ○ 最大６ ６０/年 奨学金の貸与を受けてい

た期間による。 

都道府県 学生 薬剤師 交付対象期間 

（年） 

補助金額＊１ 

（最大：万円） 

備考 

長野県  ○ 最大６ 上限４.５/月 

（最大：３２４円） 

 

都道府県 学生＊１ 薬剤師 交付対象期間 

（年） 

補助金額 

（最大：万円） 

備考 

福井県 ○ 

 

○ 最大６ ８０/年 

（最大：４８０） 
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・令和７年４月１日から貸与申請日までの期間中、福井県内で薬剤師として勤務していないこと。 

＊３：【返還の免除】 

   貸与者が返還資金の貸与を受けた期間に２分の３を乗じて得た期間、引き続き指定 

医療機関で薬剤師の業務に従事し、かつ県が指定する３年間の研修を終えたときは、 

貸与した返還資金の返還が免除。  

（例）６年間勤務（その期間中で３年間の研修を修了）し、６年間貸与を受けてい た場合には、あと３年間

勤務することで返還資金の返還が免除されます。 

 

【助成対象者】 

在学中に本事業の助成候補者としての認定を受け、県内の対象病院に正規雇用として就職し、対象病院が定める

人材育成プログラムを３年間受講する者。 

【助成内容】 

・助成額：最大１２０万円（年最大４０万円） 

・助成対象期間：就職後３年間 

・助成対象経費：薬学部５～６年次に貸与を受けた奨学金の返還分 

・対象病院：HPで公開 

 

③ Ｅモデル 

＊１：奨学金貸与を受けている（貸与型に限る）６年制薬学部の５・６年生（薬剤師免許を取得見込みの方）。

卒業年度の国家試験において薬剤師の資格を取得すること。 

＊２：予算の範囲内 

＊３：奨学金返還額の２分の１、１人あたり月額上限２.５万円（返還額を超えない範囲で病院からも県と同額以

上の支援がある。） 

＊４：① 県内の薬剤師不足地域内の病院で勤務開始。② 奨学金の返済支援期間の １.５倍以上の期間を県内

の病院に勤務。その２分の１以上の期間を薬剤師不足地域内の登録病院に勤務義務がある。（病院勤務義

務期間は、病院の卒後研修プログラムに基づき勤務する。）  

 

 

都道府県 学生＊１ 薬剤師 助成対象期間 

（年） 

助成金額 

（最大：万円） 

備考 

三重県  ○ 就職後３ ４０/年 

（最大：１２０） 

 

都道府県 学生 薬剤師 補助期間 

（年） 

支援金額 

（最大：万円） 

備考 

茨城県 ○＊1  最長６＊2 

 

２.５/月＊3 支援要件＊4 

都道府県 学生＊１ 薬剤師 補助期間 

（年） 

支援金額 

（最大：万円） 

備考 

大分県 ○  最長６ ・国公立大学 

年間８０（上限）/人+入学

金２８.２ 

・私立大学 

補助要件＊2 
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＊１：令和７年度貸与開始分：薬学系大学１～４年生 

   令和８年度貸与開始分：県内高校等卒業及び卒業見込の者 

＊２：県が指定する薬剤師不足の病院において勤務を開始すること。（対象となる病院への内定を確定するもの

ではない） 

・就業義務期間のうち１/２以上の期間を上記薬剤師不足病院で勤務すること。 

 それ以外の期間は大分県内の病院（指定病院でなくても可）で勤務すること。 

・知事が認める教育プログラムを受講すること 

＊３：【就業義務期間】貸与期間の１.５倍の年数（最長9年間） 

＊４：【返還免除】すべての条件を満たすと返還免除。 

 

④  Fモデル 

 

＊１：奨学金返還残額のある既卒薬剤師（病院・診療所勤務の方を除く県内薬局勤務の方、県外勤務の方、就職

していない方） 

＊２：予算の範囲内 

＊３：奨学金返還額の２分の１、１人あたり月額上限２.５万円（返還額を超えない範囲で病院からも県と同額以

上の支援がある。） 

＊４：① 県内の薬剤師不足地域内の病院で勤務開始。② 奨学金の返済支援期間の １.５倍以上の期間を県内

の病院に勤務。その２分の１以上の期間を薬剤師不足地域内の登録病院に勤務義務がある。（病院勤務義

務期間は、病院の卒後研修プログラムに基づき勤務する。） 

 

＊１：補助対象事業終了後、補助対象期間の２分の１以上の期間、補助事業者の対象病院＊４で薬剤師として勤務

することができる者 

＊２：年度更新 

＊３：残りの３.７５万/月×０.５は採用する対象病院が補助する。 

＊４：補助金の交付の対象となる病院（対象病院） 

【対象病院の要件】次の各号に掲げる要件の全てを満たすものとする。 

（１） 県内で開設している病院であること。 

（２） 当該病院において正規雇用した薬剤師に対し奨学金返還を支援するための制度（以下「奨学金返還支援制

度」という。）を設けていること。 

（３） 奨学金返還支援制度により奨学金返還の支援を受ける薬剤師（以下「支援対象者」という。）が受講可能

な知事が認める教育プログラムを設けていること。 

年間９６.４（上限）/人+

入学金２６ 

 

都道府県 学生 薬剤師 補助期間 

（年） 

支援金額 

（最大：万円） 

備考 

茨城県  ○＊1 最長６＊2 ２.５/月＊3 支援要件＊4 

都道府県 学生 薬剤師 補助期間 

（年） 

補助金額 

（最大：万円） 

備考 

高知県  ○*1 最長1*2 ３.７５/月×０.５*3 補助事業者として県

の登録が必要 
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（４） 次の全てについて誓約できる者であること。ただし、国、県、市町村その他これらに準ずるものについて

は、適用しない。 

ア 奨学金返還支援制度により、支援対象者に対して奨学金返還を支援するため手当等を支給（補助事業者が

支援対象者に代わって奨学金貸与機関に送金する場合を含む。 

以下同じ。）すること。 

イ 奨学金返還支援制度による支援期間中、支援対象者に対して、知事が認める教育プログラムを受講させる

こと。 

ウ 次の全てを満たしていること 

（ア） 雇用保険適用事業所の事業者であること。 

（イ） 労働保険料を滞納していないこと。 

（ウ） 過去１年間に労働関係法令違反を行っていないこと。 

（エ） 県税の全税目について滞納がないこと。 

（オ） 別表第１のいずれにも該当しないこと。 

 

＊１：【補助対象】返還制度を新設または既設の病院で、奨学金返還の残額がある薬剤師を新たに採用する病院 

※R9年度までの採用者に限る。（１５人/年） 

＊２：【負担割合】 

  ・新設 県：２/３(５３.３万円/人)、病院：１/３(２６.７万円/人) 

  ・既設 既設 県：１/２(４０万円/人)、病院：１/２(４０万円/人) 

  ※新設とは、令和７年４月１日以降に奨学金返還支援制度を創設した対象病院のうち、当該補助金を初めて

申請する場合を指す。既設とは、それ以外を指す。 

＊３：【補助条件】 

   原則、１医療機関につき新規補助申請１人/年まで 

   支援対象者に対し、知事が認める教育プログラムを受講させる  

＊４：【義務期間】返還支援期間の１.５倍の年数 最長９年間（対象となる病院への内定を確定するものではな

い） 

 

【支援対象者】 

・薬剤師の免許を有する者 

・補助金の交付申請の日（以下「申請日」という。）において支援実施病院で正規雇用され、勤務している 

 者 

・初回の申請日の属する年度以前に県内で開設している病院で薬剤師として勤務したことのない者  

・初回の申請日の属する年度以前に補助事業者が開設している県外の病院で薬剤師として勤務したことのな 

 い者 _ 

都道府県 薬剤師 補助期間 

（年） 

支援金額 

（最大：万円） 

備考 

大分県 〇 

（新卒・既卒者） 

最長６ 年間８０（上限）/人 補助対象＊１ 

都道府県 薬剤師 補助期間 

（年） 

支援金額 

（最大：万円） 

備考 

岐阜県 〇 

（新卒・既卒者） 

最長６ 年間３０（上限）/人 

（通算１８０万円） 

補助対象＊１ 
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  ・支援実施病院から修学資金の返還を支援するための手当等の支給を受けた期間の１．５倍以上の期間 

 （以下「義務年限期間」という。）において、支援実施病院で継続して薬剤師として勤務する意思がある者 _ 

・申請日の属する年度から修学資金の返還を開始する予定である者又は申請日において修学資金の返還残額 

があり、滞納なく返還している者 _ 

  ・知事が認める研修プログラムを受講する意思がある者 _ 

【補助事業者】 

  ・県の登録を受けた病院の開設者 

【補助対象期間】 

   当該年度の４月１日から３月３１日までのうち、補助事業者（病院）が支援対象者（薬剤師）に対し奨学 

金の返還を支援する最初の月から最後の月までの期間 

※同一支援対象者に対する補助は最大６年間とする。 

【補助額】支援対象者１人あたり２５，０００円/月を上限として、病院が支援する額の１／２の額 

※各支援対象者の奨学金の総返還残額の範囲内 

【支援実施病院の登録基準】 

 ・県内で開設している病院であること。 

・ 修学資金返還支援制度を設けていること。 _  

・次の全てについて誓約できる者であること 

ア 薬剤師（支援対象者）に、修学資金の返還を支援するための手当等の支給をすること。 

イ 支援対象者に対して、補助対象期間中に、知事が認める研修プログラム を受講させること。 

ウ  次の全てを満たしていること。ただし、国、県、市町村その他これらに準ずるものについては、適用しな 

い。  

（ア） 雇用保険適用事業所の事業者であること。  

（イ） 労働保険料を滞納していないこと。  

（ウ） 過去１年間に労働関係法規等の法令に違反していないこと。  

（エ） 県税の滞納がないこと。  

（オ） 暴排措置に係る照会手続等に関する要綱第３条各号に掲げる者ではないこと。  

 

＊１：【支援対象者】 

・薬剤師の免許を有していること。 

・今年度新たに対象病院に正規雇用された者、又は、前年度以前に補助金の交付申請において支援対象者で

あった者であって、過去に交付申請を行った全ての補助対象期間の合計の期間（以下「総補助対象期間」と

いう。）の月数に、異動等により対象病院で薬剤師として勤務しない期間（以下「非薬剤師期間」という。）

を含む月の月数を加えた月数が、72 を超えていない者であること。 

・労働時間の全てを対象病院で勤務していること（ただし、要領で定める場合を除く。）。 

・対象病院で正規雇用された日より前に、要領に規定する県内の病院や薬局等の調剤を実施する施設で薬剤

師として正規雇用されたことがないこと。 

・県が実施する他の返還支援事業の支援を受けていないこと。 

都道府県 薬剤師 補助期間 

（年） 

支援金額 

（最大：万円） 

備考 

青森県 〇 

（新卒・既卒者） 

最長６ 年間６０（上限）/人 

（通算３６０万円） 

補助対象＊１ 
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【補助事業者】 

  ・県の登録を受けている病院の開設者 

【補助対象期間】 

   当該年度の４月１日から３月３１日までのうち、補助事業者（病院）が支援対象者（薬剤師）に対し奨学 

金の返還を支援する最初の月から最後の月までの期間 

※同一支援対象者に対する補助は最大６年間とする。 

【補助額】 

支援対象者１人あたり５０，０００円/月を上限として、病院が支援する額の１／２の額 

※各支援対象者の奨学金の総返還残額の範囲内 

【支援実施病院の登録基準】 

・県内で開設されている病院であること。   

  ・次の全ての事業(以下「補助事業」という。)の実施体制を有していること。    

ア 当該病院において正規雇用した薬剤師に対し奨学金返還を支援するための制度 

イ 奨学金返還支援制度により奨学金返還の支援を受ける薬剤師に対する、青森県病院薬剤師奨学金返還

支援事業補助金交付要領に規定する要件を満たすものとして知事が認める研修プログラムによる研修制度  

  ・次の全てについて誓約できる者であること。   

 ア 奨学金返還支援制度により、支援対象者に対して奨学金返還を支援するための手当等の支給(補助事

業者が支援対象者に代わって奨学金貸与機関に送金する場合を含む。以下同じ。を行うこと。    

イ 支援対象者に対して、研修プログラムを実施すること。    

ウ 以下のいずれにも該当しないこと。   

 (ア) 国税及び地方税等を滞納している。   

 (イ) 県及び国等の補助金において不正受給をしたことがある。   

 (ウ) 法令に基づき、雇用保険、労働災害保険、健康保険、厚生年金保険に加入する義務があるにもかか

わらず加入していない。   

    (エ) 医療関係法規や労働関係法規等の関係法令に違反している。  

   (オ) 病院の開設者 (役員等を含む。)が、暴力団員(暴力団員による不当な行為の防止等に関する義務(平

成3年法律第77号) 第2条第6号に規定する暴力団員をいう。)とかかわりがある。   

 (カ) 病院の開設者 (役員等を含む。)が、破壊活動防止法(昭和27年法律第240号)第4条に規定する暴力主

義的破壊活動を行った又は行うおそれのある団体に属している。   

   (キ) 県が検査等を行うことに同意しない。   

 2 対象病院として県の登録を受けようとする者は、要領に定めるところにより、知事に申請するものとする 

 

＊１：【支援対象者】 

(1) 以下のいずれかを満たす者 

ア 薬剤師免許所有者 

イ 当該年度に大学を卒業予定の薬学生又は大学等を卒業若しくは修了した者で、薬剤師免許を取得する見込

みの者（薬学部の6年生や既卒者で薬剤師免許を取得する見込みの者） 

都道府県 薬剤師 補助期間 

（年） 

支援金額 

（最大：万円） 

備考 

岩手県 〇 

（新卒・既卒者） 

最長６ 最大３６０万円 

（県補助最大：１８０万円） 

補助対象＊１ 
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(2) 新たに県内の病院に薬剤師として勤務する意思を有している者。ただし、申込時点まで岩手県内で病院薬

剤師として勤務していない者に限る。 

(3) 大学等在学中に奨学金の貸与を受けており、償還残額がある者（奨学金償還が開始している場合、償還の

滞納がない者。） 

(4) 40歳未満の者 

【補助期間】  

最長６年 ※ 各施設が決定 

【支援金額】 

5万円/月 （総額最大360万円／県補助分は最大180万円） 

※ 県内の病院に勤務した月数×5万円又は奨学金償還額のいずれか低い方を上限。支援金額は病院と折半 

【備考】 

支援期間の1.5倍の期間 

※ 知事の登録を受けた同一病院（研修プログラムを策定）に就業 

 

１．基金を活用するもの 

基金による医療・介護提供体制改革として医政局の薬剤師・薬局部分として751億円が令和5年度予算案とし

て計上されているが、各都道府県の病床の機能分化・連携に必要な基盤整備、在宅医療の推進、医療従事者等

の確保・養成、勤務医の働き方改革の推進に必要な事業を支援するものである。この基金の使用用途は厚生労

働省が定めており、薬剤師・薬局関連事業としては、①在宅医療を推進するために必要な事業、②女性薬剤師

等の復職支援のための事業、③地域包括ケアの拠点となる病院・薬局における薬剤師の確保支援のための事業

となっている。この事業の費用は各都道府県が1/3，国が2/3を負担することになっていることから薬剤師の修

学資金貸与事業を行おうとする場合には、所管の都道府県から厚生労働省に予算を申請する必要があることか

ら各都道府県の薬務主管課や医務主管課とのお話合いが必要である。 

 

【参考】 

① 在宅医療を推進するために必要な事業 

訪問薬剤管理指導を行おうとする薬局への研修や実施している薬局の周知、在宅医療における衛生材料等の

円滑供給の体制整備、人生の最終段階における医療に必要な医療用麻薬の円滑供給の支援等を行う。 

② 女性薬剤師等の復職支援のための事業 

病院・薬局等での勤務経験がある薬剤師（特に女性）の復職支援を促進するため、地域薬剤師会において、

地域の病院・薬局等と連携した復職支援プログラムの実施を支援する。 

③ 地域包括ケアの拠点となる病院・薬局における薬剤師の確保支援のための事業 

地域薬剤師会において、求職希望の薬剤師の氏名、勤務希望地域、勤務条件などを登録し、薬剤師の確保が

困難な、地域包括ケア等を行う病院・薬局からの求めに対して、周辺地域に勤務する薬剤師の緊急派遣など

の協議・調整を行うための体制整備を支援する。 

 

（１） 既に地方自治体が基金による薬剤師修学資金貸与（奨学金返還助成）の予算を獲得している場合 

 所管の担当部署に問い合わせをして、募集要綱等に従って修学資金貸与事業を進める。 

 （石川県、山形県、山口県、茨城県、長野県、高知県） 
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（２）今後、基金による薬剤師修学資金貸与事業（奨学金返還助成）を始める場合 

 地方自治体が薬剤師修学資金貸与事業の予算を厚生労働省に申請して獲得する必要があるので、薬務主幹課や

医務主幹課等の所管部署と相談をして予算獲得作業を進めて行かなければならない。その作業の取り組みは以下

の章を参照して下さい。 

 

・基金を活用する場合は、募集要綱に必要な対象者、貸与人数、貸与年限、貸与金額、研修する病院、研修プロ

グラム（参考資料参照）及び就業年（貸与期間の1.5倍以上）を決める必要があるので、関係機関と相談して

進める必要がある。 

・基金は薬学生だけでなく薬剤師に対しても貸与可能である。 

（例：（学生対象）；山口県、茨城県、（薬剤師対象）；石川県、山形県、茨城県、高知県） 

① 対象者 

・職種：ア 学生（大学院院生も含むのか否か）、イ 薬剤師 

・居住地等：ア 県内で継続して就業する見込みのある方、イ Ｕターン対象者、ウ 県外出身者 

・奨学金の種類：ア （独）日本学生支援機構の奨学金（無利子、有利子）、イ 育成奨学資金、ウ ア、イの

要件に準じた奨学金 

② 貸与人数：都道府県の病院薬剤師の需給状況等を勘案して年間の貸与人数を検討する。 

③ 貸与年限：都道府県の予算の範囲内で検討する。 

     例：５年間、６年間 

④ 貸与金額：都道府県の予算の範囲内で検討する。 

     例：１４４万円（２８.８万円で５年間）、３６０万円（６０万円で６年間） 

⑤ 研修病院：返還免除するためには都道府県が地域の薬剤師の偏在状況や医療機関の薬剤師の充足状況等を踏

まえ、必要な調整を行ったうえで指定した研修施設で研修することが必要であり、各都道府県の状況に応じ

て公的病院、大学病院等、病院薬剤師会と行政等の関係者で調整して決定する。なお、就業先に薬局を含め

る場合は、営利性を持たない開設者でなければならない。 

 

⑥ 研修プログラム：返還義務を免除させるためには、研修病院で研修プログラムに 

従って研修することが必要であり、都道府県が認めた薬剤師が不足する地域・医療機関等における薬剤師の

確保と対象薬剤師の能力の開発・向上の両立を図れると共に実施可能な研修プログラムを作成する。また、

対象となる薬剤師の希望に対応したものになるよう努める。認定・専門の資格を取得できるよう配慮するこ

とも必要である。 

 なお、令和６年３月には厚生労働省から薬剤師臨床研修ガイドラインが発出されており、研修プログラム

を作成する上ではこれを参考にすることも求められる。 

 

【研修プログラム】 

1. 研修プログラムの内容 

令和3年12月24日付厚生労働省医政局地域医療計画課、同省医薬・生活衛生局総務課連名事務連絡「地域医療

介護総合確保基金を活用した薬剤師修学資金貸与事業の取扱いについて」において、以下が示されている。 

 

（１）研修プログラムの基本的な考え方 

・都道府県が認めた薬剤師が不足する地域・医療機関等における薬剤師確保となるもの 
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・対象薬剤師の能力の開発・向上の両立が図れるもの 

・対象薬剤師の希望に対応するよう努めたもの 

例：派遣期間も認定・専門薬剤師取得に必要な経験を得ることが可能 

大学病院等に勤務する期間を設定し、卒後臨床研修を受けることが可能 

（２）研修プログラム要件 

① 義務年限期間は、都道府県が選定した医療機関等に限り就業可能 

② 義務年限の半分以上の期間は、都道府県が特に薬剤師が不足する地域・医療機関として指定する医療機関

に就業すること 

③ 義務年限期間は、就業先において調剤業務以外の業務も幅広く経験することが望ましい 

２．研修プログラムのイメージの例（参考：山口県令和５年度作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プログラム実施例】 

 

＊病院での研修例 

調剤（内服・外用・注射）、医薬品の供給と管理、無菌調製、院内製剤、病棟業務、医薬品情報、が

ん化学療法、TDM、地域連携、医療安全、薬剤師外来、在宅医療 

 

＊薬局での研修例 

処方せん調剤、服薬指導、相談対応、医薬品の供給と管理、OTC医薬品等の販売、無菌調製、地域連

携、医療安全、在宅医療 

 

【1年目のプログラム例】 

１年目

・病院勤務・研修

2年目

・病院勤務・研修

3年目

・病院勤務・研修

・薬局研修

・まとめ・評価

１．研修期間は３年間とする。 

２．病院の研修は、厚生労働省の薬剤師卒後臨床研修ガイドライン等を参考に、 

調剤業務等を含め複数の業務に関するものとする。 

３．対象薬剤師の研修目的に応じて診療所、福祉の関係機関、市町・保健所などの行政機関が行う

事業などへの参加を促す。 

４．他の病院と連携し、自らの病院でできない研修の実施を行う。 

５．地域の薬局と連携し、地域包括ケアシステムの構築に向けて必要な薬局 

薬剤師の調剤や在宅等の一連の業務を研修として組み込む。 
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実線で囲んだ項目：必須、破線で囲んだ項目：選択必修 

案１は見やすいように履修項目を並べたもの。 

案２のように一日研修や半日研修を組み合わせるなど、施設の状況に合わせてプログラムを組むことを推奨す

る。内服や外用の調剤業務は病院や薬局の別なく研修できる。 

（日本病院薬剤師会 令和 3 年度卒後臨床研修の効果的な実施のための調査検討事業 実績報告書 卒後研修

のプログラム案より改変） 

 

２.基金以外の公的資金を活用するもの 

 基金以外の公的資金（例えば各都道府県の予算）で奨学金返還助成行っている県（鳥取、島根県等）、市町村

等があるので、所管の都道府県等に確認して対応する。 

１.奨学金返還を支援するもの 

 奨学金を借りている学生、薬剤師に対してその一部を支援するもの。 

イ.返還助成モデル 

資金 
対象者 

学生 薬剤師 出身地等 

基金以外 Ｃ Ｄ  

＊職種別 

Ｃモデル：基金以外の資金を活用した学生対象（気仙沼市、安芸太田町） 

Ｄモデル：基金以外の資金を活用した薬剤師対象（鳥取県＊、島根県、蒲郡市、気仙沼市、長野県立病院機構）  

（注＊：鳥取県は一部基金を利用） 

 

＊自治体独自の予算で薬剤師修学資金助成事業を行っている主な県等 

都道府県等 学生 薬剤師 助成期間 

（最大：年） 

助成金額 

（最大：万円） 

備考 

鳥取県  ○ ８ ２１６ 一部基金を利用、認

定が必要。就職後７

年間 

島根県  ○ １２ ５７６ 就職後１２年間 

福井県 〇 〇  １００ 

就職１年後：１０ 

３年半後：５０ 

５年半後：４０ 

薬学生（５，６年

生）、既卒薬剤師

（３０歳未満） 

蒲郡市  ○ ７ ４２０  
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気仙沼市 ○＊1 ○ ８ ４８０  

長野県立病院

機構 

 ○ １０ ３６０  

安芸太田町 

（広島県） 

○  ６ ３００ 入学支度金（最大 

３０万円）も支給 

＊1：学生の場合には月額７万５千円で最大で６年間貸与 

 

３.病院等の経費を活用するもの 

 病院独自で薬剤師の修学資金を行っている病院もあるので、その場合にはその病院の募集要綱等を参考にして

作成する。 

 

４.その他 

 １）地域枠 

 一部の大学では定員に地域枠の制度を導入して地域医療を担う薬剤師を育成しているが、この制度に修学資金等

を導入することも考えられる。薬学部が設置されていない県の出身者で、大学卒業後に出身県に薬剤師としてU

ターン就職することを志す者の学費を支援するシステムの学生への普及啓発など、地方自治体と協力して地域出

身の学生への長期的な施策も必要である。（和歌山県、富山県、茨城県） 

 都道府県の医療計画等のホームページで示されている薬学部の地域枠は以下のとおりである。（２０２５年１

月末日現在） 

・和歌山県：和歌山県立医科大学 資料編参照 

・山口県：山口東京理科大学薬学部地域枠（推薦入試） 

・富山県：富山大学薬学部薬学科「総合型選抜Ⅰ（地域枠）」 

・茨城県：順天堂大学薬学部 資料編参照（240301yakumuka.pdf） 

 また、私立薬科大学では特に薬学部がない県の学生を対象に地域枠を設けて学費等の貸与を行って薬剤師の育

成に努めている。文部科学省の資料では令和７年度時点において１２大学が地域枠等を導入している。（P１７） 

 

２）参考資料 

 厚生労働省医政局総務課「都道府県における病院薬剤師確保の手引き」第１版   

https://www.jshp.or.jp/content/2026/0625-10.pdf 
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               文部科学省第２４回新薬剤師養成問題懇談会の資料より抜粋（R８.２.２７）  
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Ⅱ．取り組みのスケジュール例 

２０２３年度（薬剤師募集年度の前年度）都道府県の対応 

  ４月  この頃までに都道府県の担当者がイメージを持っている必要ある 

（事前に病薬内の意思統一、県薬との関係が構築済であることが望ましい） 

  ７月～ 都道府県の内部調整（根拠資料が求められる。必要に応じて調査を行う）、関係者からの要望聴取 

  ２～３月 国へ要望額（都道府県計画案）の提示、都道府県議会 

  ３月  病院向け説明会 

 ２０２４年度 厚生労働省の対応 

  ４月〜 国による都道府県ヒアリング等の実施 

  ８月  基金の交付要綱等の発出、都道府県へ内示 

  ９月〜 交付申請・交付決定（予算に余りがあれば２次募集） 

      都道府県計画の提出 

 

２０２４年度（事業開始年度） 

  ４月  1期生募集（６年生対象） 

 

２０２５年度（就業開始年度） 

  ４月  1期生貸与 

 

 ２０２６年度（開始２年度） 

  ４月  ２期生貸与 

 

２０２７年度（開始３年度） 

 ４月  ３期生貸与 

  

２０２８年度（事業開始後、例えば５年目） 

  年度末 事業の正否の検証、目標の再設定 

 

２０３３年度 

  年度末 1期生の就業期間の満了（修学資金貸与期間６年の１.５倍の期間） 

 

Ⅲ．取り組みの具体的なステップ 

（1）都道府県病薬内での意思統一と自治体との対話 

- 薬剤師修学資金貸与のための計画の策定に当たっては各都道府県での担当課を確認し、薬剤師修学資金

貸与対策部会(仮)を開催するなど、対話の場を設定する。 
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- その他のステークスホルダーの有無も確認する。 

- 薬剤師修学資金貸与対策は、都道府県内の２次医療圏別、病院機能別に薬剤師の就労状況を把握したう

えで、地域の特性や実情に応じた対策とする必要がある。 

- どこに問題点があるのか(薬剤師を確保できない理由は何か)を正確に把握する。 

- 自治体と相互の理解を深め、共通認識を持つ。 

- 貸与すべき薬剤師の数は？ 

- 研修病院、研修プログラムの策定 

- 都道府県の事業を計画するとして、その事業規模は？ 

- 必要に応じて不足状況を明らかにするための調査を行う 

- 現状把握の例：業務拡大できないことが問題？ そのために何人必要なのか？ 

- 勤務環境の改善、離職防止、負担軽減、定着、再就業を支援する病院の取り組みも把握する。 

- 薬学生、薬剤師への広報活動 

（2）都道府県薬との関係構築 

- 取組の検討及び実施に当たっては、都道府県、都道府県薬剤師会、病院薬剤師会、関係団体等が連携し

て取り組む必要がある。 

- 都道府県薬剤師会と連携し医療審議会、薬事審議会等での議論を共有する。 

- 詳細な議論を進め、病院薬剤師及び薬局薬剤師それぞれの役割、薬剤師の就労状況を把握し共通認識を

持つ。 

- 薬剤師連携の推進と連動しながら多面的な視点で検討する。 

（3）戦略、モデル、目標の設定 

- 問題意識が共有できたら、地域の実情に応じた適切な目標を設定する。 

- 限られた医療資源で全ての課題を解決することは不可能である。 

- 医療構想/医療計画との整合性をとりつつ、どこにフォーカスすべきか？  

- 具体的な目標と事業規模、予算規模について関係者間で意思統一を図ることが極めて重要である。 

(4) 実施要領・要項等の作成、自治体の事業計画の立案と議会承認 

   （巻末の先行事業例を参照） 

（5）参加病院/薬剤師の募集、研修病院（官公立の病院か全ての病院か）の選任 

（巻末の先行事業例を参照） 

（6）施設と薬剤師のマッチング 

（巻末の先行事業例を参照） 

（7）研修協定書等の取り交わし 

（巻末の先行事業例を参照） 

（8）事業の管理運営 

（巻末の先行事業例を参照） 
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Ⅳ．地域の実情に応じた対策モデルの選択に必要な情報 

  地域の実情に応じてモデルを選択するために参考となる指標、観点を示す。新たに調査を行うことの負担を

考慮し、既存の調査データは可能な限り積極的に活用する。 

- 修学資金貸与学生が必要な病院が決まった時のマッチングのための確認事項 

- 修学資金貸与学生の状況確認 どのぐらいの期間研修できるか どのような業務を行えるか 居住地 宿

舎等 

- 修学資金貸与薬剤師の意向確認 

- 修学資金貸与薬剤師のスキル、経験年数 

 

・ステップ１：都道府県の薬剤師の不足状況、問題点、原因を把握するための観点・指標 

・ステップ２：医療資源の需給バランスを確認しモデルを選定するための観点・指標 

・ステップ３：事業規模、予算規模を考えるための観点、指標 

・ステップ４：研修先医療機関の選定のための観点・指標 

 

  なお、個々のステップの観点・指標については「病院薬剤師確保の取組みの手引き（Ver.２.０）を参照して

下さい。 

 

Ⅴ．事後の検証に備えて 

中間評価、事後評価で何が求められるのか？ 計画を頓挫させないために適切な評価指標を設定することが

重要です。 

事後評価を行うためには、活動開始前の状況把握に必要な項目を決め、事前にデータを収集しておく必要が

あります。計画段階から事後評価に耐えることを想定して、評価指標を選別しておくことが重要です。 

 

Ⅵ．おわりに 

令和５年３月（その後、５月、６月に最終改正）に医療計画について医政局長通知が各都道府県知事あてに発

出され、令和６年４月から第８次医療計画が開始された。医療計画作成指針には薬剤師確保が明記され、地域医

療介護総合確保基金の積極的な活用として修学資金貸与も記載されている。令和５年３月に厚生労働省が公表し

た薬剤師の偏在指標では病院薬剤師は全国値で０.８と欠員状態になっている。病棟薬剤業務やチーム医療を更に

充実し医師の働き方改革によるタスク・シェアリング/タスク・シフティングを推進するためには病院薬剤師不足

の解消を図ることが必須である。薬剤師確保計画ガイドラインでは薬剤師確保の効果が得られるまでに時間のか

かる長期的な施策として、奨学金の貸与制度や薬学部における地域枠・地域出身者枠の設定、地方が出身である

学生への普及啓発などが示されている。２０４０年を見据えた新たな地域医療構想のなかで、病院薬剤師を確保

するためには、地域の実情に応じた薬剤師の修学資金のあり方を病院薬剤師会・薬剤師会と行政とで協議し進め

ていくことが求められている。 
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Ⅶ.資料等 
関連法令（略） 

通知・事務連絡等 

＜厚生労働省＞ 

 ・地域医療介護総合確保基金に関する通知 案内ページ 

  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000060713_00001.html 

・令和 3年 9月 28 日付 医政地発 0928第 1号 厚生労働省医政局地域医療計画課長通知 

地域医療介護総合確保基金(医療分)に係る標準事業例の取扱いについて 

https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000836807.pdf 

・第 8次医療計画 案内ページ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ken-

kou_iryou/iryou/iryou_keikaku/ 

 ・令和 5年 3月 31日付 医政発 0331第 16号 厚生労働省医政局長通知 

  医療計画について 

  https://www.mhlw.go.jp/content/001083687.pdf 

 ・令和 5年 3月 31日付 医政発 0331第 14号 厚生労働省医政局地域医療計画課長通知 

  疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について 

  https://www.mhlw.go.jp/content/001083688.pdf 

＜総務省＞ 

・令和 4年 4月 1日付 総財準第 74号 総務省自治財政局凖公営企業室長通知 

公立病院経営強化の推進に係る財政措置等の取扱いについて 

 https://www.soumu.go.jp/main_content/000807418.pdf 

・令和 4年 3月  

持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライン 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000803338.pdf 

・令和 4年 7月 8日 

公立病院経営強化ガイドライン等 Q&A（第１版） 

 https://www.soumu.go.jp/main_content/000825167.pdf 

 

 

【参考】 

・石川県薬剤師修学資金偏在支援事業：

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/yakuji/ykj/hpp.html 

・山口県地域医療を担う若手薬剤師確保・育成事業奨学金返還補助制度： 

  https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/48/206001.html 

・山形県病院薬剤師奨学金返還支援事業 

https://www.pref.yamagata.jp/090001/byoinyakuzaishikakuho.html 

＜先行事例＞ 

１:基金を使用した薬剤師修学資金貸与事業 
○【募集要綱】（参考：山形県） 

（1）応募資格 

貸与を希望される方は、次に掲げる条件のすべてを満たしていることが必要です。 

①アからウまでのいずれかを満たすこと 

ア 大学、大学院（以下「大学等」といいます。）を卒業又は修了し、薬剤師免許を取

得していること 

イ 大学等を卒業又は修了し、令和◯年度に実施される薬剤師国家試験により薬剤師免

許を取得する見込みであること 
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ウ 令和◯年度に大学等を卒業又は修了する見込みで、当該年度に実施される薬剤師国

家試験によりに薬剤師免許を取得する見込みであること 

②新たに県内の病院に薬剤師として勤務する意思を有していること 

③大学等在学中に奨学金※の貸与を受けており、返還残額があること 

※ 対象となる奨学金 

・ 独立行政法人日本学生支援機構第一種奨学金又は第二種奨学金 

・ その他の貸与型奨学金のうち、返還免除条件がない又は貸与者が返還免除条件を

満たす見込みがないと認められるものであって、知事が適当と認める奨学金 

④奨学金返還が開始している場合、返還の滞納がないこと 

⑤申込時点において〇〇県内において薬剤師として勤務していないこと 

 

（2）貸与額 

 貸与を受ける年度ごとに、返還する奨学金の額に相当する額（ただし、当該年度にお

いて県内の病院に勤務した月数×〇〇万円を上限とします。） 

（例）令和６年４月から県内病院に勤務し、令和６年度中に奨学金を70万円返還した場

合、返還額70万円が上限額である月５万円×勤務月数12 月＝60万円を上回るため、

貸与額は60万円となります。 

 

（3）貸与期間 

 令和６年４月から、大学等在学中に奨学金の貸与を受けていた期間に相当する期間に

達するまで（ただし、最大６年間とします。） 

（例１）大学１〜６年の６年間奨学金の貸与を受けていた方では、最大６年間貸与を受け

ることができます。令和６年４月から勤務した場合、令和12 年３月まで貸与を受ける

ことができます。 

（例２）大学５、６年の２年間奨学金の貸与を受けていた方では、最大２年間貸与を受け

ることができます。 

（例３）大学１〜６年、大学院２年の計８年間奨学金の貸与を受けていた方では、最大６

年間貸与を受けることができます。 

 

（4）募集人数 

 〇〇人（薬剤師不足の状況によって毎年何人にするか、自治体と相談して決定す

る。） 

 

（5）提出書類 

①〇〇県病院薬剤師奨学金返還支援金貸与予定者申請書（別記様式） 

②履歴書（提出日６ヶ月以内に撮影した本人の写真（縦４ｃｍ×横３ｃｍ、上半身・脱

帽・正面向き）を貼付してください。） 

③奨学金貸与証明書又はこれに準じる書類 

④大学等における学業成績を証明する書類 

⑤在学証明書又は卒業証明書（薬剤師免許未取得者のみ） 

⑥薬剤師免許の写し（薬剤師免許取得者のみ） 

⑦作文 

題名：薬剤師として〇〇県内の病院に勤務することを希望する理由と将来目指す薬剤

師像 

字数：４００字以内 

※申請者が指定様式に自筆で記入すること。 

※作文が提出されない場合、他の提出書類が全て揃っていても申請を受理しません。 

（6） 募集期間及び提出先 

①募集期間 
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令和◯年◯月◯◯日（◯）から令和◯年◯月◯◯日（◯） 

②提出先 

〒××-×××× ◯◯市◯◯町◯◯◯◯ 

◯◯◯県◯◯◯◯部◯◯◯◯課◯◯◯◯担当 

ＴＥＬ ××××−××××−××××（直通） 

※原則、郵送により提出してください。 

※郵送の場合は、令和◯年◯月◯◯日（◯）の消印まで有効。（やむを得ず、直接持参

する場合は、事前にご連絡ください。募集期間内（土日祝日を除く）の9:00〜16:30 ま

で受付します。） 

※封筒の前面に朱書きで「◯◯県病院薬剤師奨学金返還金貸与予定者申請書在中」と記

載してください。 

※大学等での取りまとめは予定しておりませんので、応募される方は、提出先まで直接

提出して下さい。 

 

（7）選考 

  奨学金の返還額や学業成績、県内の病院に就業する意欲等、提出書類の内容及び面接

等の結果を総合的に勘案し、貸与予定者を決定します。 

 

（8）貸与予定者の決定及び返還支援金の貸与時期 

（7）の選考結果は、貸与予定者として決定されたか否かにかかわらず、令和◯年◯月

末までに申請のあった方全員に通知します。 

貸与予定者として決定された方へ返還支援金貸与者決定申請書等関係書類を送付しま

す。県内の病院への勤務開始後、貸与者決定申請書を提出し、貸与者として正式に決定

を受けなければ、返還支援金の貸与を受けることはできません。 

なお、貸与者決定申請の際は、連帯保証人２名が必要です。うち１名は原則として申

請者の父母、親権者又は後見人とし、もう１名は申請者と家計を別にする方（申請者と

は異なる収入源により生活を営んでいる方）とする必要があります。同一世帯から２名

を連帯保証人とすることはできません。 

また、返還支援金の第１回目の貸与は、令和○年○月に行う予定です。 

 

（9）返還 

①返還債務の発生 

貸与期間が終了した場合や以下の事由により貸与を打ち切られた場合、貸与した返

還 支援金及び利息の額を全額返還しなければなりません。 

＜貸与が打ち切りとなる事由＞ 

・貸与者の責に帰する事由により、勤務する県内の病院から免職の処分を受けたとき 

・自己都合により、県内の病院において薬剤師の業務を行うことができないとき 

・奨学金の返還を滞納したとき 

・偽りその他不正の手段により返還支援金の貸与を受けたとき 

・返還支援金の貸与を辞退したとき 

・その他貸与者が返還支援金の貸与の目的を達成する見込みが無くなったと認められる

とき 

②返還債務の額 

貸与金額総額に、貸与期間中に発生する利息（年利10%）を合計した額 

③返還期限 

返還事由が生じてから、６ヶ月間以内 

 

（10）返還の猶予及び免除について 

①返還の猶予 
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貸与期間終了後に、次の事由に該当している場合、その間の返還支援金の返還は猶

予されます。 

・返還支援金の貸与期間終了後、引き続き薬剤師として県内の病院その他知事が認め

る施設に勤務しているとき 

（例）県外の医療機関で専門薬剤師資格取得のための研修を受けている場合や公立病

院に勤務した後、人事異動により保健所などに行政薬剤師として勤務している場合 

・災害、疾病その他やむを得ない事由により返還支援金を返還することが困難である

と認めたとき 

（例）職務に起因する心身の故障のため病院に勤務していないとき 

②返還の免除 

貸与者が返還支援金の貸与を受けた期間に２分の３を乗じて得た期間、引き続き県 

内の病院で薬剤師の業務に従事したときは、貸与した返還支援金の返還が免除されま

す。 

 

（11）その他 

  ①貸与予定者の辞退及び決定取り消しについて 

貸与予定者として決定された後に、県内の病院以外への就職が決定した場合等 

（1）の応募資格を満たさないと認められるときは速やかに辞退届を提出してくださ

い。 

また、辞退届の提出がない場合であって、（1）の応募資格を満たさないことが明

らかになったときは、貸与予定者の決定を取り消します。 

②提出書類の返還について 

本要項に基づき県に提出された書類については、原則として返還しません。 

③注意事項 

本事業に関する法令や予算が成立しなかったとき又は成立した内容により、事業

の内容が変更され、又は実施が中止される場合があります。 

 

○【対象者及び対象病院の手続き（参考：山口県） 
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○【研修対象病院の例（参考：山口県） 

 

①高度急性期機能、急性期機能と区分された病床を有する病院 

②医療法第３１条に規定する公的医療機関 

③独立行政法人国立病院機構が開設した病院 

④独立行政法人労働者健康福祉機構が開設した病院 

⑤独立行政法人地域医療機能推進機構が開設した病院 

⑥国立大学法人が開設した病院 

⑦医療法第４条第１項に規定する地域医療支援病院 
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○【貸与までの流れ】（参考：山形県）  

 

○【Ｑ＆Ａ】（参考：山口県） 
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２.基金以外の公的資金を活用するもの 
○【募集要綱】（参考：鳥取県） 
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○【パンフレット等】 

・【参考：島根県】  
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【参考：島根県】 

 
・【参考：蒲郡市】 
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・【参考：気仙沼市】 
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【参考：福井県】 

 
 

・【参考：三重県】
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○【通知等】 
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（２０２６年１０月現在）

都道府県
（１）第8次医療計画における修学資金貸与等に関
する記載状況

（２）都道府県での地域医療介護総合確保基金を活用した
修学資金貸与等に関する取り組み

（３）都道府県での左記（２）の基金以外の都道府県予
算等による修学資金貸与等に関する取り組み

（４）その他

1 北 海 道

記載なし。
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/iryokeikaku/18
4045.html

地域薬剤師確保推進事業（薬剤師バンク）薬剤師バンクを活用
した就業斡旋及び派遣事業を実施し、地域包括
ケア体制の拠点となる病院や薬局における薬剤師を確保
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001570398.pdf

ー

北海道内28市町村（令和5年11月更新）、薬剤師の奨学金
に係る補助制度の項に一覧あり
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/iyk/165414.html

2 青 森 県

記載なし。
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenko/iryo/iryo
ukeikaku.html

病院薬剤師の奨学金の返還支援事業費の補助
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenko/iryo/byouinyakuzai
shi_henkanshien.html
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenko/iryo/files/R7kenkei
kaku.pdf

ー

十和田市立中央病院：修学資金貸与制度
http://www.hp-chuou-
towada.towada.aomori.jp/information/scholarship.html
三沢市立病院：修学資金貸与制度あり
https://hospital.misawa.aomori.jp/shugakusikin.html
五戸町：修学資金貸与制度あり
https://www.town.gonohe.aomori.jp/sogobyoin/topics/2022
-1125-1837-77.html
社会福祉法人敬仁会　青森敬仁会病院:修学資金貸与制度
http://hp-keizinkai.or.jp/job_top.html
青森民医連：奨学貸与金制度
https://aomin.jp/pharmacist/
公立野辺地病院：修学資金貸与
http://hospital-noheji-aomori.jp/pg3218242.html

3 岩 手 県

記載なし。
https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_proje
ct/_page_/001/002/862/02-5.pdf

あり：病院薬剤師奨学金償還支援制度
https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/yakumu/10931
51/1098812.html
https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/yakumu/10931
51/1097274.html

岩手民医連：修学資金貸与制度あり
https://www.iwamin.com/pages/70/
岩手県済生会
https://www.iwate-saiseikai.org/recruit/recruit5/
医療法人 友愛会
https://www.yu-ai-hp.net/scholarship
医療社団法人　啓愛会
https://www.kihp.jp/recruit-site/scholarship/
医療法人 清和会
https://www.seiwakai-
med.or.jp/media/2025/06/syougakukinseido_seiwakai.pdf

4 宮 城 県

記載あり
薬学生修学資金貸付事業（病院のみ対象）
https://www.pref.miyagi.jp/documents/11391/7.pdf

あり：薬学生修学資金貸付事業
https://www.pref.miyagi.jp/documents/11372/r7keikaku.pdf
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/yakumu/syugakusikin.html

・奨学金貸付制度
社会医療法人将道会総合南東北病院
独立行政法人労働者健康安全機構　東北労災病院
気仙沼市立病院
・奨学金返還支援補助事業
大崎市民病院
栗原市立栗原中央病院
独立行政法人地域医療機能推進機構仙台病院
医療法人財団明理会 イムス明理会仙台総合病院
医療法人財団　明理会　西仙台病院
石巻赤十字病院
気仙沼市立病院
・宮城県修学資金貸付事業（研修実施医療機関）
独立行政法人国立病院機構仙台医療センター
宮城県立こども病院
東北大学病院 薬剤部
・宮城県修学資金貸付事業（特定医療機関）
国家公務員共済組合連合会東北公済病院

都道府県での薬剤師の修学資金貸与等に関する取り組み一覧
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5 秋 田 県

記載なし。
https://www.pref.akita.lg.jp/uploads/public/archive

なし：来年度開始に向けて検討中
（秋田県病院薬剤師会薬剤師確保対策委員会と秋田県で調整
中）

ー

東北医科薬科大学：修学資金貸与制度あり（秋田県と合
同）
https://www.tohoku-mpu.ac.jp/images/tiiki_shien.pdf
JＡ秋田厚生連：修学資金貸与制度あり
https://www.akitakouseiren.or.jp/scholarship.shtml
社会医療法人明和会
https://www.meiwakai.or.jp/meiwakai/employee/outline/sy
ougaku-yakuzai

6 山 形 県

記載あり。
「山形県病院薬剤師奨学金返還支援事業」を創設し、
県内病院における薬剤師確保の取組を支援します。
https://www.pref.yamagata.jp/documents/8266/8jiho
ntai.pdf。　（196P）

同左

ー

酒田市病院機構：修学資金貸与制度あり

7 福 島 県

記載なし。
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachmen
t/622404.pdf

地域医療介護総合確保基金等を活用した病院薬剤師の確保
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/589701.
pdf

ー

竹田健康財団：修学資金貸与制度あり
かしま病院：修学資金貸与制度あり

8 茨 城 県

記載あり。
修学資金貸与：薬学部を有する大学に本県の病院薬
剤師地域枠を設置し、卒業後、病院薬剤師少数区域
内に一定期間以上勤務した場合、返還を免除するこ
とを条件に、地域枠入学者に対して6年間修学資金を
貸与します。
https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/iryo/keikak
u/koso/health-med-plan/documents/kakuron13.pdf。
（237P）

医療介護総合確保促進法に基づく茨城県計画
https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/iryo/keikaku/kikin/do
cuments/r7keikaku.pdf

ー

茨城保健生活協同組合
https://www.ibaraki-
health.coop/students/shogakukin_seido/
JA茨城県厚生連
https://www.iba-kouseiren.or.jp/co-medical-
recruit/assets/pdf/phscholarship.pdf

9 栃 木 県
記載なし。
https://www.pref.tochigi.lg.jp/e02/pref/keikaku/bumo
n/hokeniryou8.html

記載なし
https://www.pref.tochigi.lg.jp/e02/documents/20240318164003.
pdf

ー

10 群 馬 県

記載あり。
今後、薬学部における地域出身者枠の設定や、地域
医療介護総合確保基金を活用した修学資金貸与事
業の導入について検討するなど地域の実情に応じた
薬剤師確保への具体的な取組を進めます。
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/625
708.pdf。（454P）

検討中
https://www.pref.gunma.jp/site/hojokin/1621.html

ー

11 埼 玉 県

記載なし。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/iryou-
keikaku/8keikakunaiyou.html#:~:text=%E7%AC%AC8%E
6%AC%A1%E5%9F%BC%E7%8E%89%E7%9C%8C%E5%9C%
B0%E5%9F%9F%E4%BF%9D%E5%81%A5

記載なし。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/kakuhohou/keikaku2.html
#:~:text=%E5%9B%BD%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81%E5%9B%
A3%E5%A1%8A%E3%81%AE%E4%B8%96%E4%BB%A3%E3%81%8C

ー ー

12 千 葉 県

記載なし。
https://www.pref.chiba.lg.jp/kenfuku/keikaku/kenkouf
ukushi/r6hokeniryou.html#download

地域医療介護総合確保基金の事業を行っているが、修学奨学
金貸与については、現状では難しいとの回答あり ー ー

13 神 奈 川 県

記載なし。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f6z/cnt/f742/8ji_
keikaku.html

記載なし
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f6z/cnt/f531500/index.htm
l

ー ー

14 東 京 都

記載なし。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f6z/cnt/f742/8ji_
keikaku.html

記載なし
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/iryo_ka
igo_tokyotokeikaku.html

ー ー

15 山 梨 県
記載なし。
https://www.pref.yamanashi.jp/imuka/42_002.html

記載なし
https://www.pref.yamanashi.jp/imuka/iryokaigo_sogokakuho.html ー ー

16 新 潟 県

検討する
薬剤師又は薬学生を対象とした地域医療介護総合確
保基金を活用した経済的な支援を検討します。
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/chiikiiryo/1356890
019056.html
https://www.pref.nagano.lg.jp/doctor/kenko/iryo/ishi
kakuho/chiikiiryou/documents/siryo4_1.pdf　（P4-11）

記載なし
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/chiikiiryo/1356800524002.ht
ml

Ｕターン促進奨学金返還支援事業（医療も含む。）
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/shigototeijyu/135688881814
1.html

南魚沼市　医療技術職員修学資金貸与事業
https://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/docs/53477.html
糸魚川市　医療技術者及び介護従事者修学資金貸与制度
https://www.city.itoigawa.lg.jp/page/11344.html
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17 長 野 県

検討する。
長野県地域医療対策協議会
https://www.pref.nagano.lg.jp/doctor/kenko/iryo/ishikakuh
o/chiikiiryou/index.html
薬剤師（薬剤師確保計画）
https://www.pref.nagano.lg.jp/doctor/kenko/iryo/ishikakuh
o/chiikiiryou/documents/siryo4_1.pdf

病院薬剤師確保事業【新規】　（県内の病院で薬剤師として勤務しようと
する学生に対する修学資金の貸与等）3,240,000
https://www.pref.nagano.lg.jp/yakuji/kenko/iryo/byoyaku/syogakukin.h
tml
https://www.pref.nagano.lg.jp/iryo/kenko/iryo/shisaku/hokeniryo/doc
uments/05-2_shiryo2beppyou.pdf

長野県立病院機構　薬剤師奨学金返還助成制度
https://www.pref-nagano-hosp.jp/honbu/recruit/8351/

ー

18 富 山 県

記載あり
富山県医療計画
https://www.pref.toyama.jp/1204/kurashi/kenkou/iry
ou/kj00006481/iryokeikaku.html　（P272）

富山県地域薬剤師確保修学資金【富山大学薬学部薬学科の総
合型選抜Ⅰ「地域枠」入学学生】
https://www.pref.toyama.jp/1208/kusuri/yakuzaishikakuho/r05s
yugakushikin.html

ー

南砺市
https://www.city.nanto.toyama.jp/material/files/group/30/
R8liefret.pdf

上市町
https://www.town.kamiichi.toyama.jp/page/1995.html

まとめサイト（富山大学薬学部内）
http://www.pha.u-toyama.ac.jp/pickup/20220901.html

19 石 川 県

記載あり。
修学資金返済支援の実施：プログラム満了を条件とし
て、大学在学中に借り入れた修学資金の返済を一部
支援する。
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/iryou/support/iryouke
ikaku/documents/7_1-3_yakuzaisi.pdf。（407P）

県内の病院に勤務する薬剤師の確保のため、「石川県地域連
携薬剤師共育プログラム」及び「石川県薬剤師修学資金返済支
援事業」を令和5年4月1日より実施
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/yakuji/ykj/hpp.html

ー

珠洲市総合病院医療従事者修学資金
https://www.city.suzu.lg.jp/site/suzuhp/10396.html
石川県能登町 公立宇出津総合病院薬剤師修学資金制度
http://www.hospitalnet.jp/medic/founds.php
輪島市医療従事者修学資金
https://www.city.wajima.ishikawa.jp/wajimahp/torikumi/syu
ugakushikin.html
町立富来病院修学資金貸付制度
https://www.town.shika.lg.jp/site/togihospital/2338.html
加賀市医療職等修学資金
https://kagacityhp.jp/medical/studyfunds.html
穴水町医療従事者等修学資金
https://www1.g-
reiki.net/anamizu/reiki_honbun/i138RG00000227.html
公立能登総合病院医療従事者修学資金貸与制度
https://www.noto-
hospital.nanao.ishikawa.jp/%E8%96%AC%E5%89%A4%E5%B8%
AB/

20 福 井 県

検討する。
地域医療介護総合確保基金を活用した薬剤師確保
奨学金返還支援事業を新たに実施し、薬剤師確保に
苦慮している地域の公立・公的病院における薬剤師
確保に努めます。
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/iryou/iryoujouhou/8ji
-iryoukeikaku_d/fil/0108dai8shou.pdf。（252P）

福井県薬剤師確保奨学金返還資金
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/iei/yakumu/yakuzaishikakuhosy
ougakukin.html

ー

福井県内医療機関における奨学金制度概要のご案内
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/daishi/miraikyoudoupuratt
ohuxo-mufuku/240326_d/fil/syougakukin_sassi.pdf
市立敦賀病院薬剤師修学資金制度https://tsuruga-
hp.jp/pages/166/

21 静 岡 県

記載なし。
https://fujinokuni-doctor.jp/igakuse/shogakukin-
gaiyou.html

記載なし。

ー

・医療法人社団静岡メディカルアライアンス 下田メディカル
センター
・医療法人社団英志会 富士整形外科病院
・島田市立総合医療センター
・公益財団法人復康会 沼津中央病院
・浜松赤十字病院
・社会福祉法人恩賜財団済生会支部静岡県済生会静岡済
生会総合病院
・一般財団法人芙蓉協会 聖隷沼津病院
・独立行政法人国立病院機構 静岡てんかん・神経医療セン
ター
・独立行政法人国立病院機構 静岡医療センター
・JA静岡厚生連 静岡厚生病院
・JA静岡厚生連 遠州病院

22 岐 阜 県

記載あり
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/476367.html

同左

ー

岐阜県病院薬剤師会HP
修学資金に対する支援制度のある病院一覧
https://www.gshp.jp/recruit

23 愛 知 県

記載あり
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/4478
52.pdf

【継続(H27計画～)】薬剤師再就業支援事業
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/448220.pdf

ー

蒲郡市民病院薬剤師募集　令和5年4月から薬剤師奨学金
返済支援金貸与制度が始まりました。https://gamagori-
hospital.com/recruit/pharmacist/index.html
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24 三 重 県

記載あり
https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/0011491
26.pdf

偏在地域で勤務する病院薬剤師を確保・教育するための支援事
業（提案）
https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001104998.pdf

ー ー

25 滋 賀 県
記載なし。
https://www.pref.shiga.lg.jp/zigyousya/shien/305560
/349802.html

薬剤師確保対策事業について
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/5595822.pdf ー ー

26 京 都 府

記載なし。
https://www.pref.kyoto.jp/hofukuki/news/keikaku6to
11.html
（看護師はあり）

記載なし。
　https://www.pref.kyoto.jp/kaigo-
jigyo/chiikiiryoukaigokikin.html

ー

・京都ルネス病院 奨学金制度（薬学生向け）
・丹後中央病院 奨学金貸与制度
（奨学金貸与期間と同期間勤務すると全額免除）
・京都コムファ薬局　 奨学金制度
・舞鶴赤十字病院 薬剤師奨学金返還支援助成金
・京都大学大学院薬学研究科・薬学部
（日本学生支援機構などの奨学金が利用可能）　等

27 兵 庫 県

記載なし。
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/documents/keikaku
zenbun.pdf
（医師はあり）

記載なし。
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf15/iryoukaigosougoukakuhosokus
hinhou.html
（令和6年はあり。その後はなし）

ー ・兵庫民医連（民主医療機関連合会）: 薬学生向けに貸与
・公立豊岡病院組合: 薬剤師奨学金制度あり
・神戸薬科大学: 成績基準を満たした学生に対し貸与
・公立宍粟総合病院：薬学生向けに奨学金制度あり
・兵庫医科大学：薬学生向けに奨学金制度あり
・順心会グループ：薬学生向けに奨学金制度あり
・ＪＣＨＯ（神戸中央病院）：薬学生向けに奨学金制度あり
・協和会：薬学生向けに奨学金制度あり
　等

28 奈 良 県

記載なし。
https://www.pref.nara.jp/secure/306238/07_iryouzyu
uzisya-3.pdf
（医師・看護師あり）

記載なし。
https://www.pref.nara.jp/41163.htm

ー

・医療法人藤井会:　一般コース: 月額5万円
・天理よろづ相談所病院:独自貸与金があり
・おかたに病院（奈良市）:同院で勤務した場合　等

29 和歌 山県

記載なし。
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/050100/iryok
eikaku/keikaku_d/fil/zentai.pdf
（医師・看護師あり）

記載なし。
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/050100/imuka/kakuhoki
kin.html

和歌山県中核人材確保強化（病院はなし） 和歌山市が、医療、介護・福祉従事者を対象に実施　和歌
山市奨学金返還助成制度｜和歌山市
(city.wakayama.wakayama.jp)

30 大 阪 府

記載なし。
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=ht
tps%3A%2F%2Fwww.pref.osaka.lg.jp%2Fdocuments%2F6
1693%2F0900.docx&wdOrigin=BROWSELINK
（医師はあり）

薬剤師確保事業（府内５大学（薬学部設置）の学生への直接的
な働き）へ予算あり
https://openf.pref.osaka.lg.jp/yosan/cover/index.php?year=202
5&acc=1&form=01&proc=6&ykst=2&bizcd=20240025&seq=1

ー

・社会医療法人 若弘会: 薬剤師奨学金返済支援制度あり
等

31 鳥 取 県

検討する。
鳥取県病院薬剤師会と連携し、鳥取県地域医療介護
総合確保基金を活用した「薬剤師の奨学金返還助成
制度」の創設を検討する。
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1249330/R7_05_
iryouzyuzisya-kakuho_.pdf
（38P、271P）

①薬学部進学者数の 確保 。②県内就職薬剤師の 確保 。③病
院薬剤師の確保 。④未就業薬剤師の支援。
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1249330/R7_05_iryouzyuzi
sya-kakuho_.pdf

鳥取県未来人材育成奨学金支援助成金（薬学部学生）
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1115710/butyousad
amesyougakukinn777.pdf

ー

32 島 根 県

記載あり。
第８次医療計画に記載している薬剤師に関する内容
は、薬剤師確保計画の概要の位置づけ。
薬剤師奨学金返還助成制度：令和３（2021）年度か
ら、県内の登録を受けた医療機関・薬局に、新たに薬
剤師として就業する者に対して、貸与を受けた奨学金
の返還を助成する制度を実施し、しまねでの就業を後
押ししています。（令和３，４は０。令和５年は１人（病
院）。）
https://www.pref.shimane.lg.jp/medical/kenko/iryo/s
himaneno_iryo/hokenniryoukeikaku/index.data/24_yak
uzaishikakuho.pdf　（436P）

その他の取り組みは以下のとおり。
薬科大見学旅費助成、高校生セミナー、就職活動応援助成
薬学部進学説明会、病院見学旅費助成、病院ふるさと実習旅費
助成、オンライン病院合同就職説明会、薬学生×薬剤師交流会
https://www.pref.shimane.lg.jp/medical/yakuji/yakuji/yakuji_info
/yakuzaishikakuhotaisaku.html

島根県薬剤師奨学金返還助成事業
https://www.pref.shimane.lg.jp/bousai_info/yakuji/yakuji/
yakuji_info/yakuzaishikakuho/yakuzaishi_josei.html

安来市
https://www.city.yasugi.shimane.jp/kurashi/shushoku/shus
hoku/iryou.html
津和野町
https://www.town.tsuwano.lg.jp/www/contents/100000026
7000/index.html?pro_code=30006
邑南町
https://www.town.ohnan.lg.jp/soshiki/5/1160.html

33 岡 山 県
記載なし。
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/868140_8
251236_misc.pdf

記載なし。
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/868140_8251236_mi
sc.pdf

ー ー

34 広 島 県
記載なし。
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachmen
t/571265.pdf

記載なし。
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/571265.
pdf

ー ー
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35 徳 島 県
記載なし。
https://www.pref.tokushima.lg.jp/file/attachment/914
006.pdf

記載なし。
https://www.pref.tokushima.lg.jp/file/attachment/914006.pdf ー ー

36 香 川 県
薬剤師の項目はあるが、記載なし。
https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/11649/dai8
ji5.pdf

薬剤師に係わる取り組みは記載なし。
https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/11634/r6kagawakenk
eikaku.pdf

-
小豆島町（令和8年度で終了）
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyousei/kakuka/kodom
okyoiku/4439.html?pro_code=30006

37 愛 媛 県

薬剤師の項目はあるが、記載なし。
https://www.pref.ehime.jp/uploaded/attachment/110
844.pdf

地域医療介護総合確保基金を活用して、地域包括ケアの拠点と
なる病院や在宅支援に携わる薬局における薬剤師人材の更な
る確保に努めます。
https://www.pref.ehime.jp/uploaded/attachment/110844.pdf -

・市立八幡浜総合病院奨学金返済支援助成金
https://yawatahama-cgh.jp/cms/wp-
content/uploads/2024/04/薬剤師助成金案内-.pdf
・愛媛医療生協・愛媛民医連奨学金制度
https://e-min-iren.jp/syougakusei.html
・市立宇和島病院　薬剤師奨学金返還支援制度
https://www.uwajima-mh.jp/info/other/36507

38 高 知 県

記載あり。
病院へ就職した薬剤師には、奨学金返還支援制度に
より経済的支援を行います。
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2024032600623/file_
contents/file_2024722115246_1.pdf（70P）

薬剤師奨学金返還支援事業。薬学部のない本県への UI ターン
促進に病院と連携して取り組むことにより、病院薬剤師の安定
的な確保に繋げる。
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2021042200164/file_contents/
file_20264175112617_1.pdf（107P）

高知県は2月15日に発表した2024年度当初予算案に、奨
学金を返還している薬剤師の支援に取り組む県内病院を
財政的に補助する事業を盛り込んだ。薬剤師確保策の一
環（2024）https://pnb.jiho.jp/article/234787
薬剤師確保対策事業費補助金交付要綱
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2026021800137/

-

39 山 口 県

記載あり。
薬剤師奨学金返還補助制度の活用：薬剤師奨学金
返還補助制度により、県内の急性期等の病院やへき
地の薬局で勤務する薬剤師の確保に努めます。（病
院5人・薬局２人）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachme
nt/176997.pdf（351P）

地域医療を担う若手薬剤師確保・育成事業奨学金返還補助金、
補助上限額：144万円
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/48/206001.html

-

長門市
https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/soshiki/3/40676.html
?pro_code=30006

40 福 岡 県

薬剤師の項目はあるが、記載なし。
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/
219436.pdf

薬剤師に係わる取り組みは記載なし。
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/267706.pd
f

- 医療機関が実施主体となり、卒後の勤務を要件として薬学
生への奨学金貸付または学費支援を行う取り組み例：
・地方独立行政法人大牟田市立病院
（https://ghp.omuta.fukuoka.jp/news/令和8年度薬学生奨
学金貸付制度の募集について/）
・社会法人陽明会小波瀬病院
（http://www.youmeikai.jp/%E8%96%AC%E5%89%A4%E5%B8%
AB%E5%8B%9F%E9%9B%86%E8%A6%81%E9%A0%85.pdf）
・医療法人恵愛会 福間病院（https://www.fukuma-
hp.or.jp/recruit/info/about-shougaku/）
・社会医療法人聖峰会 田主丸中央病院
（https://seihoukai.or.jp/news/detail/20250729084339/）

41 佐 賀 県

薬剤師記載あり
 県外の薬学部で修業する佐賀県出身の薬学生等を
対象とした奨学金制度を活用することで、県内に薬剤
師を還流させ人材確保を図ります。 （開局薬剤師）
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji003105828/3_105828_3
15325_up_co6hr2rz.pdf。（P210）

・子育て等で一時的に離職・休職している女性薬剤師等を対象
として研修会や離職中の薬剤師の復職を支援。
・在宅医療に関 する薬学的知識及び技能の習得や多職種連携
に資する研修会の実施。
・薬剤師のリカレント教育環境を整備し、がん専門薬剤師等の専
門性を発揮できる薬剤師の育成を図るとともに、魅力ある多彩
なリカレント教育メニューを提供することで、薬剤師の人材還流・
確保を図る。
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji003105828/3_105828_315325_up_
co6hr2rz.pdf。（210P）

ー

佐賀県薬剤師会薬剤師奨学金制度（佐賀県の補助金）
http://www.sagayaku.or.jp/top/hidari/s-syougakukin

42 長 崎 県

長崎県薬剤師確保計画 令和６年３月
https://www.pref.nagasaki.jp/uploads/2025/02/1740
481664.pdf
(P21)第４章薬剤師確保に関する方針・施策

長崎県薬剤師奨学金返還補助事業実施要領
https://www.pref.nagasaki.jp/uploads/2025/12/1764665612.pdf
補助金額の年額上限は３６０千円とし、総額上限額は１,８００千
円

ー

長崎県病院企業団：一定期間を企業団病院で勤務すると返
還が免除。
https://www.nagasaki-hosp-agency.or.jp/funding/
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43 大 分 県

記載なし。
https://www.pref.oita.jp/soshiki/12620/iryoukeikaku8
.html

大分県内の対象病院で新たに採用・勤務した薬剤師の奨学金
返還額の一部を補助
支援額：年間８０万円（上限）
期　間：最長６年間
対　象：１５人／年
https://www.pref.oita.jp/soshiki/12610/yakuzaishikakuho.html
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2248158.pdf

大分県の予算で薬学生対象のイベント（病院見学バスツ
アー）を行っている。
https://www.pref.oita.jp/soshiki/12610/yakkyoku2025.ht
ml（大分県薬務室HP内　大分県薬剤師確保対策）

複数の医療機関にて修学資金の貸与制度あり。
・豊後大野市民病院:http://www.bungo-ohno-
hp.jp/press/scholarship2.html
・大分県済生会日田病院：
https://gaxi.jp/organization/x41GObRbDD6V2Awk/project
/m7lW1gx1ZyRoOeap
・津久見市医師会立津久見中央病院：
https://tsukumi.oita.med.or.jp/recruit/
・天心堂へつぎ病院：
https://www.tenshindo.org/recruit/scholarship/

44 熊 本 県

記載なし。
https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/attachment
/236230.pdf

第8次熊本県保健医療計画では、国が示した医療計画作成指針
（令和5年3月）及び薬剤師確保計画ガイドライン（令和6年5月）を
踏まえ、「薬剤師確保計画」を策定。
薬剤師確保については、第4章「地域の保健医療を支える人材
の確保・育成」(p192から195までに記載
https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/life/202905_529962_mi
sc.pdf

ふるさとくまもと創造人材奨学金返還等サポート制度
https://www.kumakatsusupport.pref.kumamoto.jp/kiji0033
4/index.html
https://www.kumakatsusupport.pref.kumamoto.jp/kiji0031
69/3_169_1064_up_h1ogemte.pdf
阿蘇医療センター（市立）薬剤師・看護師奨学金貸付制度
https://aso-mc.jp/recruit/scholarship/

「山鹿中央病院」または「グループ関連施設」に就職を支援
https://www.yamagachuohp.jp/pdf/%E8%96%AC%E5%AD%A6
%E7%94%9F%E5%A5%A8%E5%AD%A6%E9%87%91%E5%88%B6%E
5%BA%A6.pdf

45 宮 崎 県

記載あり。
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/yakumutaisaku/shigot
o/rodo/20241024103925.html
・宮崎県で、病院薬剤師として働いてみたい方で
大学在学中奨学金の貸与を受けていた方に対して、
宮崎県が奨学金返還を支援します
・宮崎県では、新たに令和8年度中に薬剤師として宮
崎県内の対象施設となる病院に就職し、一定期間就
業した場合に、奨学金の返還を支援します

宮崎県病院薬剤師奨学金返還支援事業
年額：最大年額40万円、返還支援金交付期間最長9年間
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/yakumutaisaku/shigoto/rodo/20
241024103925.html

串間市民病院薬剤師・看護師等奨学金修学生資金（奨学
金）を貸与
http://kushima-municipal-
hospital.com/%E4%B8%B2%E9%96%93%E5%B8%82%E6%B0%9
1%E7%97%85%E9%99%A2%E8%96%AC%E5%89%A4%E5%B8%A
B%E3%83%BB%E7%9C%8B%E8%AD%B7%E5%B8%AB%E7%AD
%89%E5%A5%A8%E5%AD%A6%E9%87%91%E4%BF%AE%E5%A
D%A6%E7%94%9F%E3%81%AB%E3%81%A4/

ー

46 鹿児 島県

記載なし。
https://www.pref.kagoshima.jp/ae01/kenko-
fukushi/kenko-
iryo/iryokeikaku/documents/111757_2024032815412
2-1.pdf

ー

鹿児島県として奨学金返還支援制度の一覧あり
https://www.pref.kagoshima.jp/ba01/kyoiku-
bunka/school/josei/syougakukin-henkansien.html

鹿児島県と市町村として奨学金返還支援制度の一覧あり
https://www.pref.kagoshima.jp/ba01/kyoiku-
bunka/school/josei/syougakukin-henkansien.html

47 沖 縄 県

記載あり。
https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/projects/default_
project/_page_/001/028/660/dai7syou.pdf。（409P）
県外で奨学金を返済中又は返済予定の薬剤師に対
し、県内での就業を条件とした返済支援等、経済支援
策を講じることで、県内での就業を促進します。

地域医療介護総合確保基金を活用した修学資金貸与に関する
取り組みは実施していませんが、県薬剤師会が実施している県
外薬科大学へのUIターンガイダンス等への補助を行っていま
す。この補助事業が「薬剤師確保対策事業」になります。

県予算で、県内での就業を条件とした奨学金返還補助の
取り組みを行っている。「薬剤師確保対策モデル事業」
「沖縄県薬剤師奨学金返還助成制度」
https://www.pref.okinawa.lg.jp/iryokenko/iryo/1005869/1
005879/index.html

ー
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